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研究成果の概要 

近年の地球環境の変動に伴い、世界各地で洪水による甚大な農業的損失が毎年のように発生している。

日本においても長雨、豪雨が発生しており、多雨による農業への影響が懸念されている。このような状

況の中、将来にわたって食料を安定的に供給し、食糧安全保障に作物の遺伝育種学の分野から貢献する

ためには、洪水耐性作物の創出は喫緊かつ重要な課題のひとつであると考える。そこで本研究では洪水

耐性作物の創出に向けた分子基盤の構築のために、イネの茎を研究対象とし、水田環境における茎内

部、特に節における酸素透過メカニズムを解明することを目的とし、2023 年度は以下の研究を行なっ

た。1.水生イネ科植物であるイネの茎内部の節は細胞間隙が拡大することで水田でも植物体内の酸素

の移動を可能にしている。一方、陸生イネ科植物のコムギではイネの節で見られるような細胞が形成さ

れず酸素が体内を移動できない。そこで本研究では節の細胞形態形成と環境応答性を検証するために、

コムギを１週間、深水環境で生育させ、発達中であった節細胞の形態変化を共焦点レーザー顕微鏡によ

って観察を行った。2.イネの節における特異的な細胞の形成メカニズムを遺伝子レベルで解明するた

めには発達段階毎の節をサンプリングし、遺伝子発現変動を比較することが有効であると考える。しか

し発達中の茎内部で節は密接しており、各節をサンプリングすることは困難である。そのため本年度は

イネの茎を用いたシングルセル RNA-seq 解析を行うことで、節細胞で特異的に発現している遺伝子の

同定を試みた。3.イネの節細胞の形態形成メカニズムを順遺伝学的解析によって明らかにするために

は交雑集団を作成して遺伝子同定を行う必要がある。そこで本年度はまずイネ変異体集団の中から節

の酸素透過性に影響が現れている変異体のスクリーニングを行った。 
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